
 

 

 

 

第１号に引き続き、釜戸地区・大湫地区の皆さんを中心に、「地域活性化に向けた新たな拠点

（道の駅）」について、その後の検討状況をお知らせします。 

■第２回検討委員会（Ｈ30.7.30）を開催しました 

 第２回検討委員会では、実施しているアンケートやワークショップの状況等を確認するとともに、

道の駅の導入機能・コンセプトについて協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、出村先生より、誰が何をするかが大事であり、計画地において、将来の運営体制を意識し

た試行期間を設けてはどうかとのご意見もいただきました。 

■ワークショップを開催しました 

 釜戸・大湫地区を中心とした市民のみなさんに参加いただき、まちづくりの視点から地域活性化

の拠点（道の駅）の整備にあたりご議論いただくためにワークショップを開催しました。 

 前号に掲載した第１回～第３回ワークショップでは、主に釜戸地区の現状や課題、将来像につい

て話し合いを行いました。 

 第４回からは、いよいよ地域活性化の拠点（道の駅）に関する具体的な議論となりました。 

第４回 「地域活性化の拠点のあり方について考えよう」（H30.8.25） 

 第３回までの釜戸地区の現状の議論

を踏まえながら、地域活性化の拠点

（道の駅）が整備された場合、どの

ような拠点とすることが望ましか、

「暮らしを支える視点」と「賑わい

を創り出す視点」に分けて、具体的

な施設のあり方や必要な取り組み等

について意見をいただきました。 

 その後、具体的な施設や取り組み等についてどのような施設・取り組みなのか、また、必要なこ

とや課題は何かについて話し合いました。 
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検討委員会の様子 

＜主なご意見＞ 

・釜戸らしさをアピールすることは大切ではあるが、瑞浪市で初めての道の駅であり、
瑞浪市の道の駅という観点で議論することが必要ではないか。 

・ターゲットを住民とするのか、来訪者にするのかによって施設内容も大きく変わると
思うが、誰のための施設としたいのかしっかり考える必要があるのではないか。 

・市民として温泉を守りたいという思いがあったため、釜戸温泉は導入機能の一つと
して考えられるが、実現性や湯量などを慎重に見極める必要がある。 

・災害時の避難場所とするのであれば、市内全体で考えていく必要がある。 

 
検討委員会の様子 

＜主なご意見＞ 

・暮らしを支える視点では、スーパーやドラッグストア、日用品が購入できる施設等、買い物場所についての意見が多
く、また、介護施設や診療所、子どもの遊び場などの意見もありました。 

・さらに、地域コミュニティの醸成につながるような、誰もが気軽に集える憩いの場や居場所づくり等の意見もありました。 

・賑わいを創り出す視点では、釜戸の地域特性を生かした多様な体験プログラム、地元食材を活かした飲食店、特産
品の開発・販売、アクティビティやイベントの充実、温泉施設などの意見がありました。 

WS の発表の様子 
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第５回 「地域活性化の拠点との関わり方を考えよう」（H30.9.29） 

 10 年後に地域活性化の拠点が整備されたら、どのようにこの施設に関わっていきたいか、できる

こと、やってみたいことについて、連想ゲーム形式でアイデア出しを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■近隣県在住者アンケートを実施しました 

 市民アンケート及び釜戸・大湫地区アンケートの実施のほか、検討委員会、ワークショップを開

催し、市民が考える地域活性化拠点（道の駅）のあり方についてご意見をお聞きしました。 

 一方でこの道の駅は、道路利用者のための施設でもあることから、近隣県在住者の方を対象に、

道の駅施設のあり方についてお聞きすることを目的に WEB アンケートを実施したところです。 

 結果については次号で紹介する予定です。 

今後のスケジュール（予定） 

 現在、想定している今後のスケジュールは次の通りです。 

 日程 主な内容 

検討委員会 
第３回（Ｈ30.11 月中旬） 〇施設規模の検討、配置計画の検討 

第４回（Ｈ31.2 月中旬） 〇基本構想（案）の最終確認 

＜お問い合わせ先＞瑞浪市建設部都市計画課  

TEL：0572-68-9817 Email：tokei@city.mizunami.lg.jp 

＜主なご意見＞ 

・関わり方として最初に出てきた意見としては、いずれのグループにおいても、イベントの企画・運営、子育て関係、特産品
の販売などが挙げられていました。 

・また地元の団体と団体をつなぐアドバイザーとして関わりたいという意見もありました。 

・連想ゲームの中では、農地を貸す（貸農園）、農業指導、ママカフェやカフェ運営、SNS やチラシを活用した観光案内
（情報発信）、警備や掃除等の施設管理、特産品の開発・生産などについて具体的な内容が挙げられていました。 

連想ゲーム形式によるアイデア出しの結果 

ワークショップの様子 


